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財
源
的
に
パ
ジ
ク
状
態
に
な
っ
た
交
通
溜
児
育
英
会
が
窮
余
の
一
策
弁
じ
て
「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」
方
式
の
寄
金
を
呼
び
か
け
た
。
意
外
に

大
き
な
反
留
で
、
一
週
間
も
た
た
な
い
う
ち
に
五
百
件
近
い
申
し
込
み
二
一
対
一
の
割
で
主
婦
と
い
う
か
ら
「
あ
し
な
が
オ
パ
サ
ン
」
と
い
っ
た

方
が
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
贈
る
方
も
受
け
る
方
も
匿
名
で
、
申
し
込
み
の
電
信
で
は
、
た
い
て
い
は
生
活
を
切
D
踏
め
て
、
と
い
う
か
ら
、
ど

ー
ん
と
心
の
暖
か
さ
が
感

P
回
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
ζ
の
善
意
雪
宇
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
b
い
て
い
い
の
か
と
い
う
声
も
あ
る
。

な
ぜ
育
英

会
が
パ
ン
ク
す
る
の
を
見
過
し
て
い
る
の
か
・
政
府
は
、
そ
し
て
莫
大
な
服
益
を
跨
る
企
業
は
援
助
の
必
要
を
感
じ
な
い
の
だ
ろ
A
J
か
。
さ
さ
や

か
な
普
窓
に
任
せ
て
債
け
る
問
題
で
は
な
か
ろ
っ
。
制
度
で
あ
D
、
政
策
で
は
な
い
の
か
。
抜
本
的
な
何
ら
か
の
手
当
伊
必
要
な
段
階
に
来
て
い

る
の
だ
、
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
「
モ
な
が
お
さ
ん
」
方
式
に
手
応
え
の
あ
っ
た
と
と
は
文
句
な
し
に
喜
ん
で
い
い
。
だ
が
、
そ
と
た
反

繕
も
交
通
沼
冗
の
問
題
が
い
か
に
人
々
の
心
を
痛
串
亡
め
、
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
の
、
裏
返
し
の
表
現
と
受
け
取
れ
る
。
い
ま
改
め
て

ζ
の
問
題
に
自
を
向
け
て
み
た
い
。

主
婦
も
生
活
費
つ
め

あ
っ
と
い
う
聞
に
五
百
件

安田火災の代理庖は全国各地にあります

同
会
の
腕
朋
に
よ
る
と
、
い
ま
ま
で

の
奨
学
金
緑
町
額
は
三
十
八
億
三
千
万

円
。
現
在
の
持
ち
金
は
二
十
七
億
主
ナ

万
円
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
約
十

八
億
二
千
万
円
は
釜
本
財
産
分
で
、
育

英
資
金
に
向
け
ら
れ
る
運
用
財
源
は
五

億
五
千
万
円
だ
け
。
年
間
十
億
円
の
運

用
財
源
が
必
要
と
さ
れ
て
お
D
、
こ
の

ま
ま
で
は
半
年
分
し
か
な
い
こ
と
に
な

る
と
い
う
。

乙
npuた
台
所
感
情
の
苦
肉
の
僚
と

し
て
n
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
M

方
式
を

取
M
U
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
ヒ

ン
ト
は
、
ク
ェ
ア
ス
タ
ー
の
小
税

「あ

し
な
が
お
じ
さ
ん
」
の
援
助
方
式
を
ま

ね
た
も
の
で
、
育
英
会
の
専
務
理
事
・

、i
J
Z
-
R
女
性
は
あ

玉

虫

一

ら
ゆ
る
機
会
を
さ
り
え

-

同

一

て

政
治
、
行
政
な
ど
施

-，
Z

一二

領事
ι
決
定
す
る
責
任
あ

-
.
A
F
-
る
地
告
書
し
な
け

百
周
竺
ば
な
ら
な
い
ー
と
れ

「
円
十
」

は
、
国
際
婦
人
年
以
来

声
を
大
に
し
て
叫
ば
れ
、
男
性
も
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
大
い
に
賛
意
を
表
し

て
い
る
か
に
見
え
た
。
そ
の
日
品
金
石
が

あ
る
意
味
で
は
、
今
回
の
統
一
地
方
選

挙
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
成
果
は
?
い

わ
く
「
ノ
と
。
撃
を
拾
っ
て
そ
晶

ぅ
。
女
性
の
市
町
村
長
当
選
者
は
ゼ

ロ
。
従
っ
て
現
在
ニ
ッ
ポ
シ
に
は
女
性

の
行
政
の
畏
は
、
わ
ず
か
岐
阜
県
隠
積

町
と
福
島
県
棚
倉
町
に
二
人
の
町
長
さ

ん
が
い
る
だ
け

(
自
治
省
関
ベ
)
。
さ

母
親
の
職
業
に
配
慮
を
一
彦
、
資
家
庭
の
諸
君

E
一

子

供

の

教

育

が

一

即

時

一

説

話

付

対

一
家
の
稼
草
案
っ
た
う
え
に
、

一
籾
の
就
労
条
件
の
貧
困
に
あ
る
と
訴
え
一

満

足

こ

で

き

な

、

一

五
十
五
名
、
高
-
盲
八
十
妻
、
特

補
償
金
の
少
な
さ
に
、
そ
の
日
か
ら
の

一て
い
る
。
憲
章
者
は
=
一
0
・
四一

!

l

L

一

生
活
が
否
応
な
し
に
重
た
く
、
残
さ
れ

一
%
。
雲
庁
、
大
企
業
へ
の
就
職
が
望

一

母
親
の
就
労
条
件
の
惑
古
か
ら
く
る

一
盟
主
喜
一
士
一
区
)
平
=
一
名
、

た

母

親

告

の

ぶ

か

っ

さ

そ

す

れ

て

い

る

。

一

低

幕

。

資

家

庭

草

散

は

生

活

保

一
町
村
警
ニ
事
と
政
界
へ
謀
略

「
補
償
金
の
安
き
に
泣
き
て
今

一

一
宏
の
稼
室
?
と
な
っ
た
母
親
も
、
石
室
の
貧
困
階
層
で
あ
D
、
貧
困
ゆ
一
進
出
ま
と
と
に
事
々
た
る
も
の
で
あ

も
主
ミ
シ
ン
踏
む
足
力
入
る
か

一
事

恵

三

五

、

2
2
i
z主去
っ
た
智
少
一
る
。
い
き
左
る
と
、
や
は
り
富

な
」
交
通
覧
作
文
集
【
天
国
に
い
る
一
な
た
め
の
心
誤
差
っ
て
=
一
人
に
一
一
な
く
な
い
。
一

b
な
い
と
色
れ
る
の
か
。

一

一

一

肯

肯

肯

さ
て
海
の
向
う
に
目
を
向

さ
っ
さ
ま
】

(
サ
イ
マ
ル
出
雲
ニ
人
が
病
気
、
ま
た
は
病
弱
と
い
う
結
果

一

言
つ
れ
て
実
家
に
帰
っ
た
♀
一

一

終
戦
以
降
、
交
事
故
に
よ
る
死
者
一
貫
と
い
う
突
索
、
こ
の
ほ
ど
(
財
一
品
き
?
の
年
代
だ
語
、
子
一
に
掲
載
さ
れ
た
末
妙
子
え
の
警
。

一
宮
て
お
り
、

Eに
、
多
く
の
害

一

一
彦
、
生
活
を
依
存
し

E母
子

一

軒

ド

買

わ

れ

持

一

一

一

一

が

、

心

身

に

異

常

を

感

じ

て

も

、

仕

事

一

一

緒

に

住

め

る

の

は

ま

だ

い

い

方

で

、

一

在
一
ニ
十
五
万
人
以
上
、
負
傷
者
数
は
一
)
交
通
費
育
英
会
の
飼
査
で
切
り
か
一
供
た
ち
は
育
ち
ま
皇
室
。
一
中
・
高
年
齢
に
な
っ
て
初
・
霊
験
一

一

一

ぎ
わ
し
た
。
そ
れ
を
機
会
に
、
ニ
ュ
l

一
千
五
百
万
以
上
に
も
な
る
。
一
に
さ
れ
た
。
五
年
間
の
習
を
か
け
て
一
霊
の
形
態
別
で
は
、
補
償
金

2
一
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
妻
た
ち
の
勢
一
が
休
め
な
い
、
子
供
包
絡
を
し
な
け

一
震
に
預
け
た
一
一
・
妻
、
襲
に
預
一
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
が
地
方
自
治
依
で
活
趨

一

一

一

、

一

れ

ば

な

ら

な

い

、

医

療

貨

が

高

い

と

い

一け
た
0
・
八
%
、
里
子
に
出
し
た
0
・一

戦
後
の
、
日
本
企
業
の
発
展
、
国
民

一
語
れ
た
、
乙
の
「
交
通
費
量
の
一
な
い
「
自
損
事
故
」
(
ニ
土
ハ

・
二
寝
室
る
と
、
勤
務
先
は

T企
業

一

一

一

し

て

い

る

女

性

を

ピ

ッ

ク

ア

v
Zて

憲
章
か
に
、
そ
し
て
便
利
に
す
る

一
語
調
査
」
は
、
交
通
事
か
か
え
一
%
)
が
ト
ッ
プ
。
続
い
て
「
者
て
い
一
が
八
十
了
五
%
、
大
企
業
七
四
%
一
品

号

、
医
師
の
治
療
も
受
け
ら
れ
一
致
事
白
、
実
警
は
一
、

5
一
み
た
ら
、
女
性
市
町
霊
の
数
は
全
米

た
め
に
、
自
動
車
裂
し
た
役
割
は
大
一
る
家
庭
の
現
状
を
浮
き
管
に
す
る
と
一
て
い
て
自
動
車
と
の
裏
返
っ
た
」
一

塁
庁
一

0
・九
%
で
、
従
業
上
の
地
一
ず
、
入
院
を
抱
一
言
れ
で
も
、
入
警
一
世
帯
で
重
量
が
お
こ
っ
て
い
ξ

一
で
喜
人
を
悶
え
る
0

・
人
口
十
万
以
上

一

一

一

一

き

な

い

状

況

に

あ

D
、
そ
こ
に
新
し
い
一
こ
う
し
た
中
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一

き
い
。
が
、
反
面
、
大
気
汚
染
、
騒
音

τ迄
に
多
〈
の
問
題
を
私
た
ち
に
投
げ
一
「
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
自
動
車
と
の
一
位
は
、
常
雇
い
下
士
一

・
四

%

、

不

安

一

一

一

の

都

市

で

も

、

十

一

一

一

人

い

る

と

い

う

・

援
助
な
ど
の
霊
公
容
を
招
い
た
こ
と
一
か
け
て
い
る
。
一

m放
に
あ
っ
た
」
ほ
か
。
一
定
な
臨
時
雇
い
八
・
湾
、
目
履
い
九
一
悲
劇
の
芽
が
芽
生
え
て
い
る
と
い
っ
て

一
子
供
の
教
育
、
特
に
進
学
問
題
に
も
と
さ
す
が
と
い

2
2・
米
圏
第
二
の

一

一

一

一

い

い

。

-

き

な

影

絡

が

見

ら

れ

る

。

一

も
、
ま
た
ま
な
い
。
中
で
も
交
通
事
一
※
交
通
過
児
H
道
路
上
の
交
通
事
故
一
問
題
は
、
霊
の
ト
主
で
あ
る
自
一
・
五

2
3
2。
善

意

一

i
i
i
!
j
j
l
j
i
i
i
i
I
i
j
z一
大
響
、
シ
カ
ゴ
の
新
市
長
に
な
っ
た

故
は
ふ
え
る
一
方
。
そ
の
を
警
三
(
a

目
撃
、
踏
切
品
放
)
で
、
両
親
石
霊
長
ず
る
補
償
の
欠
如
だ
。
ま
一
「
技
館
工
・
生
産
工
・
単
純
労
働
」
が
一
…

1
M
M
1
1
1
t
t
t
t
t
t
j
-
…
一
そ
の
ジ
ェ
!
ン
・
パ
l
ン
さ
ん
(
四
四
)

っ
て
管
む
資
た
ち
が
い
る
・
一
の
一
方
を

Eた
O
緩
か
ら
十
八
歳
ま
一
た
、
誌
を
も
ら
え
る
立
場
に
い
な
が
一
最
も
き
主
・
六
%
、
続
い
て
「
事
一
…
一
一
愛
知
県

M
・

K
さ

ん

の

場

合

=

…

一

室

、

そ

の

経

歴

を

み

て

6
確
か
に
男

と
と
た
、
究
員
と
い
わ
れ
る
一
で
の
子
供
を
い
う
。
一
ら
、
無
知
や
困
窮
の
た
め
に
待
ち
き
れ
一
務
」
「
警
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
順
一
こ

I
ド
ド
川
l
l
lト

ut二一
性
ハ
ダ
シ
で
あ
る
。
身
長
一
号
、

子
供
た
ち
が
、
現
在
全
国
に
約
十
二
万

一

交
通
費
の
内
釈
を
号
と
、
父
親
一
言
、
不
利
な
援
を
受
け
た
b
、
補
一
だ
。
ま
た
、
収
入
の
蘭
を
み
る
と
、
七
一
一
夫
容
器
、
思
三
十
九
竺
二
も
相
手
が
わ
か
ら

Z
L三
一

体

重

八

J
の
小
柄
な
女
性
だ
が
-
一

v

い
る
と
い
う
。
そ
の
う
ち
の
九
号
、

一を

Eた
も
の
が
九
十
Mm、
母
親
を
亡

一
償
金
が
決
定
さ
れ
て
も
そ
れ
を
疲
れ
な
一
千
八
万
円
台
車
子
号
、
奈
一
一
月
百
の
午
後
高
頃
習
で
も
あ
り
ま
せ
ん
・
語
、
看
護
竺
ク
ネ
i
ム
が
グ
巨
人
キ
ラ
1
8
.
一
事

六
万
世
帯
が
父
親
を
失
っ
た
母
子
家
庭

一し
た
も
の
が
九
%
、
警
の

し
お
が
じ
さ
ん
募
集
中

w
v
一
一
品
議
調
一
に
遊
山
干
の
欝
を

量，ll'l'i1~守、 d，尋令l' lJBL::':'lI:盟

轟轍融騒磯踊融調

「
イ
ン
フ
レ
に
統
〈
イ
ン
フ
レ
で
、

も
う
育
英
会
の
募
金
能
力
は
限
界
に
き

手
レ
た
。
政
府
も
自
動
車
産
業
も
頼
b

に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
乙
で
、
五
平
人
の

ジ
ャ
ル
シ
ャ

・
ア
ポ
ッ
ト
の
た
め
に
、

あ
な
た
に
M
H

あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
M
M

に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」
と
、

「
重
賞
育
英
会
」
(
永
田
重
雄
会

長
)
が
新
し
い
努
金
方
法
を
打
ち
出
し

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
。

乙
の
十
年
間
に
約
一
万
人
の
高
校
生

三
八
O
人
の
大
学
生
の
澗
兜
た
ち
が
、

閲
育
英
会
の
奨
学
金
L
よ
っ
て
率
業
し

た
。
迎
児
た
ち
の
顧
み
の
綱
と
す
る
そ

の
育
英
会
が
、
こ
こ
に
き
て
資
金
的
ピ

ン
チ
に
陥
っ
た
の
だ
。

玉
井
義
隠
氏
が
評
論
家

・
樋
口
市
晶
子
さ

ん
と
の
腎
の
聞
か
ら
思
い
つ
い
た
も
の

だ
と
い
う
。

そ
の
樋
口
占
A
V
ん
は
「
教
育
養
子
と
い

う
怨
を
し
た
と
思
う
ん
で
す
」
と
前
お

半
数
ば
キ
ガ
的
貧
困

育
英
会
の
調
査
に
み
る
実
体

母
親
は
三
人
に
ーー・・・... 

人
が
病
気

新
し
い
子
ど
も
の
歌
を

財
団
法
人

・日
本
膏
少
年
セ
ン
タ
ー

動
障
で
も
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
ま
串

せ
ん
、
私
は
こ
の
一
冬
中
、
隣
家
の
ボ

イ
ラ
ー
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

静
か
な
住
宅
環
境
は
、
狭
い
国
土
に

住
主
刀
人
の
願
い
で
す
・
近
隣
騒
音

と
い
う
公
笥
防
止
を
一
人

一人
が
心

鈴
け
た
い
も
の
だ
と
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
石
油
資
源
の
皆
無
に
ひ
と

し
い
日
本
が
、
少
し
で
も
そ
の
消
費

を
節
約
し
た
い
と
考
え
れ
ば
、
各
家

庭
の
暖
房
も
ま
た
考
え
直
す
時
期
に

き
て
い
る
と
思
立
子
。
全
室
暖
房

給
湯
と
い
う
ぜ
い
た
く
は
い
か
が
な

も
の
で
し
ょ
司
糸
・
私
た
ち
は
北
極

や
南
極
に
住
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
温
暖
で
前
回
求
れ
た
気
候
の

日
本
で
は
、
昔
な
が
ら
の
コ
タ
ツ
か

ス
h
iプ
で
も
あ
れ
ば
十
分
で
す
。

し
か
も
、
若
い
核
家
族
が
、
子
供
は

風
の
子
と
い
わ
れ
る
年
と
ろ
の
子
を

温
室
の
申
に
閉
じ
ζ
め
て
お
く
乙
と

は
決
し
て
健
康
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
暖
房
機
具
メ
ー
カ
ー
や
販
売
后
も

た
だ
売
ら
ん
か
の
姿
勢
で
は
世
の
中

は
と
つ
な
る
で
し
ょ
う
。
な
る
べ
く

燃
斜
の
い
ら
な
い
、
し
か
も
管
の
少

い
機
総
の
開
発
製
造
に
努
力
す
べ
き

で
す
。
使
う
人
が
感
い
の
か
、
作
る

人
が
惑
い
の
か
考
え
る
べ
き
問
題
は

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
騒
音
追
放
と

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
す
べ

て
の
人
々
が
考
え
直
す
べ
き
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
思

ES3.

横
浜
市
畑
地
区
今
宿
町
二
二
八
九
l

主
婦
〉

事
故
後
、
中
学
を
卒
業
し
た
子
供
が

い
る
世
帯
は
九
十
四
%
、
高
校
を
事
業

し
た
子
供
が
い
る
世
待
は
八
四
・
九
%

あ
hu
、
中
学
一
を
率
業
し
た
子
供
の
五
人

に
一
人
が
、
卒
業
以
前
に
予
定
し
て
い

た
進
路
を
変
え
て
い
る
「
普
通
高
校
に

進
学
す
る
の
を
止
め
て
実
業
高
校
に
し

た
」
十
一

・
O
%
。
「
高
校
進
学
を
断

念
し
て
就
職
し
た
」
三
・
四
%
。
一
方

高
校
を
事
業
し
た
者
は
四
人
に
一
人
が

進
路
を
変
え
、
内
容
は
試
験
(
十
五

・

二
%
)
が
も
っ
h
r
B
多
い
。

進
学
組
の
、
高
校
生
の
三
人
に
-
人

大
学
生
の
二
人
に
一
人
は
「
突
通
濃
児

育
英
会
の
奨
学
金
が
な
か
っ
た
ら
進
学

で
き
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
い
っ
て
い
る

ζ
台
志
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

五
十
四
年
度
末
の
奨
学
生
数
は
、
高

校
・
高
専
問
、
六
五
四
名
、
大
学
八
九

四
名
、
大
学
院
=
一
名
と
な
っ
て
い
る
・

スピリット・オブ・セントノレイス号で

はじめて大西洋を横断した

リンドバーグの記録は

周到な計画を実行にうっすことの

大切さを教えてくれました。

「地図の上でも
100回は飛んだL」

三井フリーローン
知恵と知識でお応えする

⑬.a. #fl~t~ 三井の小口ローン

あなたも明日への計画に
三井のローンをお役立てください。

三井のローン

そしてリンドパーグは、大西洋を越えた。

国民金融公庫や雇用促進事業団の進学ローンもお取扱い中。

・このほかにも、いろいろなローンがあります。あなたの生活設計資金として、ぜひご利用〈ださい。

・各ローンのご融資資裕など、{わい、こel孟三弁の窓口でご相談〈ださい。
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白
当
時
か
ら
ア
グ
永
ス
同
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
也
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
か
か
わ

っ
で
き
た
と
い
い
ま
す
.

楠
神
間
出
児
白
出
生
白
幡
車
は
両
分

白
ニ
と
い
A

壬
わ
め
て
官
聞
い
も
白
と
声
-
-

れ
て
い
ま
す
.
さ
ま
ざ
ま
四
時
薗
聞
暫

立
志
.
舟
ん
で
マ
ス
的

P
に
醐
一
が
あ

q
班
長
は
背
過
白
子
P
E
白
二

冗
を
招
い
て
〈
れ
る
人
。
宇
闇
京
色
と
一
十
升
白
一
の
辿
昨
汚
と
い
わ
れ
ま
す
。

に
問
実
掃
除
夜
翌
日
持
つ
を
れ
る
一
量
密
社
会
患
で
、
生
E
E

森
喜
桂
の
グ
ル
ー
プ
・
毒
菌
組
一
見
込
お
な
い
、
己
申
芦
E

重守

合
白
人
た
ち
に
よ
る
，
そ
ば
四
日
N
四
一
る
白
は
社
会
由
理
解
と
凪
い
や
り
に
か

虫
ベ
坦
園
。
ま
た
近
〈
の
中
学
担
由
主
一
か
つ
て
お
り
、
4
P
E
に
ポ
今
ン
テ
ィ
ア

チ
世
世
は
、
パ
ザ
l
に
手
作
り
白
品
物
一
白
存
在
の
大
き
さ
が
あ
幻
一
ま
す
。
「
師

を
出
し

τく
れ
た
り
、
盟
副
会
に
は
同
一
人
主
フ
ン
チ
ィ
ア
が
各
地
ば
点
在
し
て

児
白
先
聞
に
立
っ
て
監
さ
ん
回
白
け
一
そ
れ
を
響
摘
ん
で
軸
を
広
げ
た
い
」

白
括
闘
ぷ
D
と
か
。
そ
し
て
、
「
乙
ひ
一
と
吾
井
岡
畳
は
い
い
ま
す
。
世
嘩
声
瓦

つ
じ
」
グ
ル
ー
プ
白
よ
2
L
定
期
的
U
L
一
た
ち
の
よ
う
な
グ
ル
1
1
M
M
刷
え
、
陣

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
回
白
仕
由
一
宮
児
の
母
親
た
ち
と
手
を
筒
ん
舌
地
域

草
伝
っ
て
い
る
人
な
ど
で
す
.
一
ぐ
る
み
で
E
E
李
志
望
宅

石
井
岡
且
は
「
ア
グ
ネ
ス
聞
か
己
己
一
て
い
〈
己
と
。
子
P
Z
は
子
y
E
辿
れ

ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
ポ
ク
個
人
一
で
、
子
P
E
聞
4
0
世
界
白
中
で
育
つ

白
川
同
別
ぜ
は
な
く
、
地
域
白
ポ
今
ン
テ
一
て
ゆ
甘
る
車
韓
作
D
に
、
聞
人
白
ポ
ラ一

イ
7
白
お
睡
で
す
」
と
い
い
ま
す
。
一
ン
テ
ィ
ア
白
活
動
白
場
が
あ
ゐ
ょ
う
で

ボヲンテ， 7白住面曹子さんも慎母さんたちに混じって園児たち
を避lませてい否。子どもた唱が番ハツラツと高しむ時間だ一.

「
ザ
ベ
ス
ド
テ
ン
」
白
商
会
有
で
あ

る
久
米
置
と
「
喜
四
掘
り
広
場
」
で
共
面

白
芥
川
由
主
串
が
よ
尽
に
醇
宇
νて
来

た
.
型
力
白
熱
争
レ
め
る
と
C
る
.

毘
(
U
位
あ
た
h
u
に
前
幹
じ
て
川
昌
拓
三

根
内
甚
八
が
.
曹
住
田
、
豆
白
石
間
門
白

は
ま
り
世
に
鮮
暗
む
名
輯
D
で
あ
ろ
う

ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
は
わ
ず
か
に
四
百
m
.
N

H
K
朗
自
ド
ラ
マ
新
人
ヒ
ロ
イ
ン
は

「
い
ち
ば
ん
里
」
あ
た
仇
J
ま
で
は
ニ
O

位
以
内
に
入
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
低

迷
毘
時
.
「
わ
た
し
は
晦
」
白
相
血
友

Z
ム
刑
期
出
町
b
D
に
は
一
瞬
止
ま
D
と

事
レ
い
.

今
回
目
間
五
で
臼
立
っ
た
の
は
昨
き

な
出
間
者
に
ア
ナ
ク
ン
す
ー
が
多
〈
堪

ば
れ
て
い
る
己
と
モ
あ
ゐ
う
。

鱒 564号

議
議)j(1
#王寺f記

東1治
尽

だ|1

ま
の
，d.. 
Z玄

{鋼管三極郵便拘認可)

ワ
イ
ド

シ
ョ
ウ

案
外
の
視
聴
率

女
性
ア
ナ
の
番
組
に
人
気

お
ふ
ざ
け
司
会
に
嫌
悪
感

門
司
書
者
・
出
酒
者
に
つ
い
て
)

マ
費
時
べ
っ
た
b
白
司
A
R
炉
多
い
マ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
申
女
性
は
う
な
づ
ぐ
ば
か

り
で
京
R
V
見
極
h
た
出
演
者
ほ
か
b

図
に
撮
っ
ず
喰
っ
て
い
る
棟
位
、
土
足

で
喧
怒
り
申
に
臨
ぷ
込
事
れ
た
よ
'
フ
な
暗

い
ぷ
s
u
ず
る
.
控
え
白
な
ゆ
か
し
い
穿

回
見
白
人
を
持
盟
ず
る
.

主

婦

の

好

き

な

出

演

者

①
黒
柳
帽
子
岳
加
醸
剛
岳
苦
用
交
子

世
市
川
肌
問
主
部
串
長
光
子
笹
山
岡
久
乃

由
大
原
田
子
E
A
米
虫
m
U
M
ν
山
曹
子
骨

鶴
田
三
原
⑪
必
ず
車
置
。
地
内
容
院
T
⑪

木
哲
蝉
⑮
大
竹
レ
白
ぷ
骨
献
本
肱
-
骨

「
ス
タ
ク
オ
一
O
ニ
」
白
奇
曙
ア
ナ
由

一
五
回
酬
は
新
鮮
な
朝
白
報
道
酢
姐
に
対

す
る
肝
唖
を
甚
付
け
る
.
「
ニ
ュ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
9
時
」
白
ス
ポ
1
Y
担
当
福

島
輩
出
ア
ナ
ワ
Y
サ
ー
や
「
テ
レ
ピ
ロ

テ
レ
ピ
を
昆

τ考
え
婚
し
空
フ
E
と
一
タ
レ
ン
ト
が
貯
吾
H

で
あ
る
官
〈
や
レ

一
1
五
O
代
は
「

t
し
く
て
テ
レ
ビ
を
比
四
十
朱
申
代
骨
恒
由
太
郎
噛
事
輯
ゑ
弥
唖
一
l
h
m
D
1
」

ρ岨
拙
ち
づ
る
ア
ナ
ロ
一
y

を
国
的
h
T
る
「
曹
扇
乙
だ
ま
白
金
」
一
に
世
立
つ
H

は
比
世
的
少
な
く
，
子
世
一
る
眼
が
な
い
」
・
六
O
代
は
「
興
味
が

一
高
間
乗
閉
9
4
嘩
け
ぽ
骨
山
口
百
聞
智
一
サ
!
な
E
最
近
な
阻
回
に
拍
予
が
苗
せ

H
回
一
風
野
市
古
笠
茎
町

・
置
忍
光
代
一
白
教
育
L
世
立
つ
か
ら
ヘ
と
い
う
白
は
一
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
嗣
い
て
二
位
一
雄
井
か
お
り
@
小
川
官
@
沢
村
貞
子
也
一
ら
れ
て
い
る
.
T
B
S
白
久
米
宏
ア
ナ

代
卓
H
は
「
〈
や
し
と
テ
レ
ビ
」
刊
語
一
世
も
少
な
い
。
コ
ー
ナ
ー
そ
白
も
自
に
一
は
、
=
0
代
・
三
O
代
ま
で
が
「
興
畦
一
竹
脳
鼎
描
骨
佳
久
間
良
子
@
士
蒲
瓦
和
一
ロ
ン
サ
ー
は
、
昨
を
宜
い
て
八
位
。
各

を
ま
と
め
た
。
一
宇
P
レ
た
霊
山
が
な
い
己
と
白
反
映
で
一
が
な
い
か
ら
。
三
位
は
二
O
代
三
一
也
軟
百
久
聖
子
a
下
略
)
一
年
代
目
主
酬
が
「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
ン
」

一
睡
年
一
盟
主
冊
た
ち
白
テ
レ
ピ
に
つ
い
て
a
ろ
う
:
〈
や
レ
に
世
立
つ
か
ら
u
と
一
O
札
が
「
繁
に
居
な
い
か
ら
」
四
O
代

一

期
岬
相
手
は
三
年
迎
醐
一
位
.
今
年

一
聖
宝
持
し
て
い
る
が
、
最
近
、
世
番
組

己
白
窓
珊
若
手
レ
て
い
る
も
由
喜
一
位
品
開
出
で
は
「
舎
内
閣
躍
の
口
八
丁
一
は
「
内
務
つ
ま
b
な
い
か
ら
」
五
O
一
も
一
E
一
票
と
一
極
的
な
人
塁
。
富

一
が
不
在
中
で
醐
味
あ
る
と
己
ろ
。

聞
は
主
同
向
け
と
し
て
白
ワ
イ
ド
シ
ョ
一
手
包
丁
」
が
い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
。
俳
一
代
は
「
瞬
時
が
な
い
か
b
」
、
六
O
代
は

一
加
藤
剛
は
現
世
一
位
を
、
昭
和
五
円
)
・
一
特
に
女
性
7
ナ
ウ
ン
サ
1
申
出
る
醤

ワ
番
組
が
描
足
U
て
十
五
年
に
な
る
と
一
理
白
金
字
信
雌
白
鮮
や
か
な
お
手
並
み
一
「
旭
白
訴
組
を
昆
る
か
ら
」
と
な
る
.
一
五
-
年
は
、
か
白
碑
村
尚
徳
L
ゆ
ず
っ
一
祖
を
主
掃
は
野
ん
せ
一
品
る
岡
向
削
出
て

乙
る
か
b
、
そ
れ
と
主
開
と
白
出
b
p
一
白
血
酎
陪
手
白
マ
ノ
ゾ
ス
タ
ン
ト
握
り
が
色
一
苦
い
届
ほ
ど
ワ
イ
ド
シ
ョ
ク
を
見
な
い
一
刑
、
四
九

・
喜

一年
に
闘
い
て
再
度
開

一
果
て
る
白
も
一
つ
の
宜
化
。
内
容
よ

方
に
一
つ
四
ポ
イ
ン
ト
を
世
い
た
己
と
一
ど
り
を
替
え
、
ひ
と
味
理
よ
点
劇
務
一
人
白
禁
高
〈
な
っ
て
い
る
.
軍
申
な
一
竺
包
壱
畠
る
.
定
明
七
た
人
気
が
あ
一
〈
、
興
味
の
あ
る
番
組
を
司
会
す
る
ア

ア
ナ
ワ
ン
サ
!
(
司
書
雲
町
)
に
一
組
と
な
っ
て
い
る
か
車
。
一
E
ピ
し
い
時
間
帯
と
い
う
己
主
あ

一
る
.
霊
あ
る
白
は
読
と
一
輯
に
一
ナ
ウ
ン
サ
l
に

話

喜

せ

る

宅

あ

つ
い
て
白
世
曹
を
ま
と
め
て
い
る
己
と
一
「
私
自
女
野
田
フ
ア
ヅ
シ
ョ
ン
」
「
朝
一
る
う
が
、
各
坤
そ
れ
ぞ
れ
チ
ヱ
合
粧
D

な
ど
に
特
角
赤
み
ら
れ
る
.

一
白
応
智
正
」
「
3
つ
白
相
由
」
「
有
名

一
力
を
人
れ
て
白
帯
制
に
じ
マ
ん
は
結
果
は

一
人
パ
1
ゲ
y
#
「
ル
」
「
手
作
b
由

一
班
甜
ル
ほ
苗
い
に
〈
い
。
な
お
ワ
イ
ド

ワ

イ

ド

シ

ョ

ウ

と

主

婦

一

一

一
暗
」
な
と
L
回
答
が
多
か
っ
た
こ
と
は
一
シ
ョ
に
つ
い
て
由
匝
文
、
意
見
宇
νて

ワ
イ
F
j
a
ヲ
(
N
T
V
・
ミ
セ
ス
一
主
開
は
柄
白
ワ
イ
ド
ジ
ョ
ウ
を
タ
レ
y
一
は
怒
り
よ
う
な
も
の
が
あ
る
.

&
ミ
セ
ス
、
T
B
S
-
興
さ
$
官
時
半

一
ト
か
か
わ
る
か
わ
る
出
闘
す
る
コ
1
ナ
一
円
期
制
番
組
)
マ
聞
い
拒
ふ
う
な
世
伴
や

で
す
フ
ジ
・小
川
参
ョ
1
、
テ
一
レ
ピ
朝
一
l
t
て
揮
し
ん
で
い
る
祭
主
が
一
暗
閣
で
新
鮮
味
が
な
い
.
扱
い
方
も
ど

目
、
開
U
モ
よ
ち
J
f
j
ョ
ワ
)
を
比
一
え
る
.

一
白
局
も
同
じ
マ
掴
町
向
ゼ
と
D
と
め
な

て
い
る
人
は
がJ
草
分
官
、
予
想
吾
れ
る
一
ワ
イ
ド
シ
ョ
ウ
を
且
な
い
人
白
曜
は

一
い
.
内
容
白
と
め
d

あ
げ
方
も
。

よ
D
少
な
い
.
コ
ー
ナ
ー
E
と
の
明
暗
一
一
一
O
内
出
師
、
三
O
代
訂
岡
、
四
O
民

一

一

一

(
Zヲ
イ
パ
シ
l戸
闘

す
る
こ
と
)

理
由
で
は
n
興
味
本
位
M
白
笥
え
が
庄
一
五
O
代
が
叫
に
訂
封
、
六
O
代
拓
刊
で

一

一

一
マ
事
件
白
盟
事
者
へ
白
面
問
攻
め
は
間

間
前
に
多
く
、
医
い
で
u
出
回
し
て
い
る
-
あ
る
.
見
な
い
理
由
の
揖
一
位
は
ニ
O
一
一
〈
に
耐
え
ら
れ
な
い
も
白
が
あ
る
マ
し

一
つ
っ
と
〈
取
材
す
る
り
は
止
め
遅
し

一い
マ
車
置
告
福
田
白
ぞ
き
比
的
な
も
の

一は
き
巴
い
。

一一一霊
感蹴
盛義

奈
川
Y

一商
社
駐
在
員
ブ
ラ
引
甘
山
帯
電
活

昨
年
、
商
社
蚕
口
金
は
「
己
申
小
さ
な
国
時
人
白
ね
が
い
」
を

テ
l
マ
に
し
た
，
幅
外
っ
子
a
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
#
し

た
.
そ
れ
が
き
っ
か
ぜ
に
な
っ
て
、

E
れ
ら
安
在
外
手
女
お
よ
び

帰
国
子
宮
白
教
育
問
題
を
4
F
J

え
、
日
本
白
教
育
の
あ
り
方
を
考
え

直
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
同
量
刑
各
方
面
に
高
ま
つ
ず
長
李
主
~

杏
商
社
白
社
内
墾
ロ
も
、
己
E
P
レ
た
聞
置
を
特
現
ず
る
構
会
が
ふ

え
て
い
ま
す
が
l
l
.
そ
り
申
か
ら
ギ
ョ
ッ
と
す
る
お
闘
を

M
商
社
白
プ
ラ
ッ
セ
ル
駐
在
員
K
さ
ん
は、

E
ん
な
レ
ポ
ー
ト
を

寄
せ
f
き
ま
し
た
.

プ
ラ
グ
セ
ル
白
輯
輔
教
官
記
日
本
軍
高
官
L
出
う
の
は
、
韓
軒
世
帯
官

と
同
時
六
・
=
商
で
す
が
、
水
曜
日
も
甚
簡
が
亭
る
己
と
壱
す
。
企
叫
呂

田
午
能
と
土

・
日
晒
白
は
完
全
体
量
平
坪
六

Q
品
以
上
、
ま
た
番
目
巴

で
、
己
れ
色
体
自
由
前
日
に
は
、
宿
と
に
あ
る
点
散
を
と
ら
な
い
と
造
組

閣
を
山
さ
な
い
り
が
原
則
。
あ
っ
て
で
き
ず
、
極
柑
な
掛
合
は
、
小
学
技

も
E
く
わ
ず
か
の
も
の
、
夏
休
み
冬
}
年
四
隅
程
を
九
年
間
ゃ
っ

γ
議
弱

体
み
も
南
闘
は
生
時
あ
M
U
ま
せ
ん
.
教
育
穆
J
と
い
う
と
》
E
あ
る
と
い

う
乙
と
で
す
.

そ
れ
で
も
落
第
生
を
持
つ
朝
も
さ

き
る
ま
で
閥
抗
U
返
し
て
担
曜
を
空
け

少
し
で
も
自
分
申
も
白
に
T
呈
nが

普
い
の
で
は
な
い
か
」
と
白
意
見
を

聞
か
せ
ヂ
ど
れ
ま
す
.

軟
骨
内
腎
も
、
当
地
壱
は
杜
金
生

活
に
お
け
る
マ
ナ
1
、
エ
チ
ケ
μ
ト

ゃ
、
史
生
活
札
必
曹
な
挫
陪
聖
H
K

つ
け
さ
ザ
る
E
と
に
力
を
入
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

小
学
校
申
低
学
ゐ
ゃ
か
ら
工
作
ρ
抗

手
芸
白
時
間
が
あ
b
、
小
学
二
年
生

担
問
軟
膏
ζ
力
を
入
れ
て
い
る
自
で

乙
F
U
白
亭
主
た
ち
は
、
た
い
て
い

白
軍
居
内
白
太
工
仕
事
や
簡
単
な
白

動
車
、
電
気
器
具
白
陣
誼
と
か
は
臼

丹
で
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
固

ま
た
日
本
で
蹴
汗
し
て
い
る
、
ぉ

姐
さ
ん
や
宅
開
を
対
象
に
し
た
祥
晴
恥

宇
佐
と
か
岡
崎
学
技
と
か
は
、
存
在

し
な
い

4
つ
で
す
.
と
い
う
の
も
己

れ
ら
主
開
宇
レ
て
必
曹
な
こ
と
は
、

韓
語
韓
両
ぜ
輯
え
て
し
宇
つ
白
で
各

‘巳‘ ‘合詮
ミ§詮、
ミ§舎、
ミ奄き

一

ミ
ミミ舎、
ミ金詮

一

号
ミsb 、

一

a 
ミ
ミ§§ 、、
4ミ詮

一

ミ
4ミ詮、
4ミ§ 

ミ
;:: b 、
ミ

義
務
教
育
に
も
落
第

ほ
ど
日
に
す
る
冊
子
は
な
く
「
日
本

自
制
置
だ
と
、
本
人
が
内
容
渉
担
解

し
な
い
ま
ま
で
も
道
離
さ
せ
る
白
だ

か
ら
N
落
ち
E
ほ
れ
"
"
が
で
る
の
だ

雪
.
時
間
が
か
か
っ
て
£
理
解
で 実

生
活
に
生
き
る
技
龍
を

、山P 

ミ、
一

、、
一

、
=ミ旨、
;:: 2 、
4さE 

一

さ
ミ§E 、
ミ遺2 

一

ミ
ミミ旨、
=芯さ

一-

-ミ、、、
ミeき
s 
ミ§E 、
ミさ2 、
，拘、

白
眼
刑
、
プ
キ
ッ
チ
ョ
な
手
付
き
で
園
学
控
は
商
揮
に
事
P
な
い
白
で
し

7
7
5
1
よ
か
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
嗣
ん
よ
う
.

で
い
る
也
を
見
る
に
つ
け
ほ
ほ
え
ま
ま
た
玄
聞
白
日
が
こ
わ
れ
た
の
で

し
〈
凪
え
ま
す
.
近
所
白
大
工
さ
ん
に
惇
理
を
刷
ん
だ

ζ

の
よ
う
に
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
と
己
ろ
「
障
理
は
軒
わ
っ
た
」
と
い

作
っ
す
ゆ
き
た
い
」
と
、
ボ
一
フ
ン
テ
ィ

ア
へ
m
u
期
持
は
大
会
証
も
白
が
あ
D
ま

す
.
主
フ
シ
テ
ィ
ア
を
卓
す
人
へ
自
在

盟
と
し
ナ
占
陣
、
子
P
}
も
に
迎
和
唖
が
な

〈
、
人
目
肝
発
早
一
フ
イ
の
な
い
人
で
、

出
封
の
よ
い
、
ひ
か
え
H
な
人
が
削
L

ま

し
い
と
い
う
E
と
壱
す
.

と
う
し
た
主
フ
ン
テ
ィ
ア
白
出
h
M
は

陣
由
を
品
ヨ
下
P
E
の
朝
た
ち
に
大
き

な
助
み
と
な
っ
て
お
り
、
母
割
た
ち
も

横
柚
旬
L
閣
に
山
人
幻
し
て
似
宵
歩
手

伝
h
t
t
J
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
己
と

で
す
。
近
〈
「
宇
柄
引
同
省
」
の
中
に
国

白
子
P
E
を
事
加
さ
せ
る
こ
と
に
担
ま

っ
た
と
い
い
ま
す
.

先
制
に
く
ら
べ
て
比
較
に
な
ら
な
い

〈
ら
い
強
い
斜
モ
結
ぼ
れ
て
い
る
と
い

う
、
己
申
キ
b
と
出
朝
白
D
に
な
れ
る

の
は
、
同
じ
官
性
た
e
り
の
拙
』
と
思
い

や
D
だ
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

「
ア
グ
ネ
ス
岨
」
平
塚
市
刊
村
3ラ
2

T

雪
n
u
i
--
5
4
!
l
b
1
3

「
E
U
つ
旦
民
児
サ
ー
ク
ル
」
巾
師
二

宮
町
J
一
宮

ad吉
田
官
。
代
占
・

佐
藤
4
千
さ
ん
曹
0
4
6
3
1
7
2
f

2
1
 

初
当
過
を
曹
玄
雪
加

融
巴
江
さ
ん
〈
左
)
介
棒

闘
の
千
草
キ
ク
チ
さ
九

riv--司
、

d

ふ
勾
l
司

:
川
同
十

J
P
Wイ
¥
同
比
八
じ
マ

バ
だ
け
¥
刷
物
の
シ

〈

凹

n
で
ら
カ

お
ば
タ

⑧志島屋

教副相
・
が
差
別
の
一元
凶

フ
ラ
ン
ス
の
醐
査
で
す

小

田

原

市

議
会

に

け
れ
ば
タ
告
訴
政
相
に
民
間
し
な

い
」
と
並
々
な
ら
由
世
詣
で
出
馬
.

初

の

婦

人

議

員

「
女
に
な
に
が
出
来
る
か
」
と
い
う
田

小
田
肱
市
圏
全
に
制
の
女
性
晶
品
川
川
性
幌
楠
釘
を
L
D
め
に
新
人
な
が
ら
上

誕
生
し
た
。
過
去
に
三
人
目
女
件
が
立
的
自
成
酬
帯
当
選
じ
た
。

棋
柿
し
た
が
い
ず
れ
も
格
過
。
山
人
U
加
藤
辛
ん
を
頁
置
し
た
白
は
地
正
り

で
且
事
相
当
司
理
を
出
た
し
た
四
は
、
同
制
入
金
を
は
い
反
則
、
白
柿
共
や
か
つ
て

市
属
山
地
区
か
ら
山
府
じ
た
加
藤
巴
江
の
教
え
子
た
ち
.
キ
メ
嗣
か
な
障
の
担

い
ん
(
《
巴
)
。
選
事
セ
明
利
を
か
ち
と
っ
た
.
当
選
し

「
政
師
世
定
の
一
端
へ
女
性
が
事
加
レ
な
た
加
嘩
さ
ん
は
「
M
t
い
選
護
老
宜

畳
し
て
〈
れ
た
園
田
さ
ん
に

心
か
ら
唖
酎
白
山
田
持
で
一

ば
rい
で
す
.
世
を
い
夫
ば

明
性
向
植
省
を
上
回
る
同

人
E
9
E
っ
と
描
出
し
た

か
っ
た
。
明
白
女
性
曙
白

と
し
て
こ
れ
か
ら
也
四
年

間
劇
却
っ
て
実
捕
を
珊
ん

で
、
嗣
人
白
扇
拘
窓
調
を

高
め
た
い
」
と
掴
詞
を
語

っ
て
い
た
.

ご
期
待
に
応
え
て
女

性
の
企
画
が
ピ
タ
リ

女
竹
田
植
力
見
聞
し
、
女
性
白
み
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
が
い
ろ
ん

な
五
而
で
定
必
し
つ
つ
あ
る
.
と
〈
に

内
岬
揺
れ
で
は
、
従
来
れ
な
出
h
U
4
や
田
甚

怖
助
白
と
し
て
の
世
い
を
-
歩
必
由
る

酎
き
を
見
ぜ
て
い
る
・

モ
ヲ
し
た
制
時
に
男
市
下
こ
た
え
て
み

ぜ
た
の
が
十
三
日
か

h
nわ
れ
た
商
品

パ
リ
を
中
心
と
す
る
仏
阿
部
圏
〈
イ

ル

ド

・
フ
ラ
ン
ス
〉
地
ぽ
女
性
問
財

政
府
代
世
ウ
ォ
ル
プ
ロ
ン
女
史
は
「
世

耕
骨
と
児
冠
制
本
に
お
廿
る
女
一
世
田
イ

メ
ー
ジ
」
と
岨
し
て
、
同
地
区
白
二
十

目
立
性
・
軍
陸
間
闇
開
園
揖
開
削
行
っ

た
研
究
を
公
費
。
学
控
白
教
叫
書
己

そ
、
女
性
差
扇
観
を
屯
む
元
凶
だ
と
掴

向
開
直
面
抽
出
〔
蝉
M
・
世
話
)
白
女
-
適
e

子
祉
固
だ
け
の
+
八
割
パ
l
r
y
「
レ
ジ
一
己
白
調
査
は
、
冊
作
品
に
パ
リ
白
一
一
I
I
l
l
e
-
-
e
・
;
i
t
:
:
1
1
1
0

す

.

一

+

!

ア

ン

ド

・
ス
ポ
1
3
3
1
一
小
学
技
か
警
官
、
世
わ
れ
て
い
た
一

一

O
O才
三
姉

妹

一

例

主

審

Z

R

謀

、

や

が

て

ア
グ
ネ
ス
寝
喜
助
を
手
伝
っ
て
一
企
・
初
日
午
〈
自
閣
の
五
四
期
し
一
君
帯
二
十
品
、
削
字
詰
喜
一
ダ
ゲ
ス
タ
ン
信
子
一
正
器
禁
控
M
需
付
け
に
聖

五
年
に
な
る
位
雪
ん
は
、
「
E
白
幽
一
白
一
千
E
百
一
白
聖
山
り
あ
ぜ
~
。
同
一
を
開
時
的
に
費
、
開
・
立
の
性
時
、
一
畏
A
申
人
は
山
岳
地
帯
に
多
い
目
だ
一
州
す
も
雪
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
文

字
P
E
控
室
わ
な
か
っ
た
ら
平
一
夏
号
館
〈
か
皇
子
社
団
だ
日
一
出
、
ロ
任
叶
相
が
雪
国
つ
ず
舟
ヰ
一
ろ
う
か
e
E
エ
ト
、
山
岳
地
帯
に
あ
一
P
N
〉

佐

川

れ

品

目

軒

町

民

一

民

間

ふ

り

げ

U
一
日
付

M
i書
き
ぬ
き
さ
し
一

P
U日付
寸

法

一

サ

ヨ

ナ

ラ

公

演

ぜ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
罰
し
て
い
一
た
・
最
定
例
喜
朗
悶
県
十
日
町
一
震
は
、
ど
れ
を
闘
い
て
も
出
玉
一
レ
イ
マ
I
ノ
ヴ
ァ
は
盟
ご
手
白
一
目
立
モ
ス
ク
ワ
一
中
央
人
形
劇
場

ま
す
-
C
0
4
5
7
一
晒
に
い
る
一
へ
、
周
密
で
は
需
へ
と
い
う
非
一
る
在
、
マ
マ
白
告
は
す
フ一
間
い
と
一
誕
生
日
を
迎
え
た
。
パ
テ
マ
ト
に
は
手
一
団
関
車
Z
E
て
の
企
岡
。

品
目
押
喜
室
長
手
。
Z
E
体
日
を
利
用
し
て
問
品
開
雪
組
一
慌
た
〈
、
化
に
水
を
や
D
、
め
っ
E
一
供
、
語
、
皇
、
玄
揺
が
あ
わ
ぜ
て
八
一
=
月
三
日
目
国
民
・
=
一
曲
第
を
皮
切

て
の
人
吉
写
た
ち
一
事
寝
室
一
日
替
も
し
て
の
妻
た
ち
白
章

一
外
出
せ
ず
掛
寺
長
。
告
パ
パ
は
一
十
人
も
い
る
。
ま
た
、
臨
女
色
一
人
白
一
り
に
、
名
占
函

・
占
・
震
な
ど
各

か
つ
い
で
浮
る
よ
う
に
し
た
い
も
白
一

F
Aるば
か
D
a
会
社
叫
も
四
一
T
t
s
行
時
的
、
告
に
外
に
一
眠
、

一

O

=

一

4

5

2

8

一
抽
を
出
向
し
、
大
罪
白
う
ち
に
、
臨

で
す
」
と
暗
し
て
い
ま
す
。
一
日
日
付
で
凶
人
主
警
は
削
白
マ
一
聞
き
に
山
る
・
警
は
パ
イ
プ
き
ゅ
一
志
ウ
マ
ヨ
ト
皇
室
檀
完
封
と
一
自
民
富
袋
一
矢
ル
コ
)
で
豆

石
井
圃
畏
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
人
一
宅
ン
ャ
l
a
u
暗
号
に
也
て
き
し
て
一
争
レ
て
新
聞
を
川
崎
む
と
い
っ
た
品
合
。
一
あ
る
。
一
月
十
五
日
ま
古
N
E
4
4
Z
な
ら
公
間

た
ち
を
聴
宗
管
に
す
る
よ
う
で
は
一
豊
に
応
え
た
の
だ
が
、
古
突
出
一
「
己
れ
で
は
、
マ
マ
だ
っ
て
、
さ
わ
一
y
ヒ
エ
ト
で
は
当
行
人
に
つ
き

一
O
一
を
躍
す
る
・

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
8
2

つI
ゲ
ン
は
、
臨
て
員
の
小
宮
エ
一
や
か
な
闘
で
、
建
て
幽
白
唖
掛
か
ら
一
o
r
t
E
苦
が
八
人
い
る
と
揖
一
モ
ス
ク
ワ
人
形
劇
場
監
警
告

主
を
一
般
社
会
が
世
け
人
れ
て
ゆ
〈
一
さ
ん
ら
ベ
テ
予
士
父
早
川
だ
っ
一
組
織
つ
ず
と
る
も
白
だ
と
子
供
一
志
統
計
で
附
さ
れ
て
い
る
4
量
一
白
よ
さ
壱
も
、
人
霊
園
ソ
法
主

要
づ
く
り
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
史
一
セ
官
判
官
で
は
自
主
制
四
円
、
一
た
ち
が
主
己
と
は
で
き
ま
い
」
と
画

一方
E
Z
霊
ア
ゼ
ル
パ
ク
ミ
ン
一
で
も
正
一
旬
な
し
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い

た
ち
完
が
ぜ
ひ
容
で
す
。
裂
が
一
主
主
ん
凶
拭
づ
〈
品
、
5
ニ
る
。

一で
は
、
E
白
監
は
四
十
八
人
、
ま
た
一
わ
れ
る
・

r
」
白
書
毒
す
る
創
立
者

主
フ
ン
テ
ィ
ア
の
益
庇
を
し
て
い
な
い
一
リ
的
を
射
た
わ
廿
官
醐
〈
食
性
に
と
っ

一

一

グ
ル
ジ
ア
で
は
三
十
九
人
で
あ
る
。
一
白
万
プ
ラ
Y
オ
フ
拙
盟
は
、
問
酷
人
形

己
と
も
耶
主
で
す
が
、
話
合
い
の
掛
は
一
て
費
時
引
な
回
金
石
と
い
っ
て
い
い
・
-
-
日
本
で
も
最
近
は
目
性
を
担
い
で
女
一
辿
悶
(
ロ
ニ
マ
)
白
帥
由
で
も
あ
る
.
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州
司
H
H
U
U
U
U
U
H
HH

H
い
H
N
U
U
H
U
U
H
H
』
一
予
供
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
、
あ
る
い
う
信
統
的
守
)
な
パ
タ
ン
る
と
、
副
ド
イ
y
白
事
キ
壱
，
主
山

ニ

ン

?

ム

?

ン

/

・

ム
/
.

=

い

は

S

5

4

5

だ

・

売

ら

闘

喜

し

て

い

ま

毒

川

=

.一

-
守
・

E

・

=
知
れ
な
い
。
夫
M
D
K
平
和
は
、
子
酷
と
E
A
品
川
-
九
七
0
年
代
町
内
ド
白
点
刊
に
通
じ
た
と
い
う
.
川

川

=

海

の

向

5
の

ゐ

話

デ

l
ス

一一

定

い

央

官

E

、

あ

る

央

闘

の

多

で

は

さ
i
白
Z
は
も
は
や
な
に
し
ろ
一
己
首
選
、
警
働
川

=

一
〈

よ

-=E

一一

戸
ニ
方
が
圧
聞
的
に
多
い
そ
う
だ
。
皐
ん
は
重
り
な
く
な
っ
た
.
a
が
外
〈
唱
が
整
ヒ
た
場
合
，
主
夫
H

に

川

川

口

リ

リ

リ

l

H

H

H

H

H

H

H

1

1

己

E

て

子

供

た

ち

は

、

阿

明

白

で

智

素

案

と

育

児

を

空

け

も

本

K年
金
号
え
b
れ
る
自
で
あ
川

…

淋

し

い

子

供

た

れ

な

い

」

費

削

苦

い

官

テ

レ

ビ

に

け

1
付

つ

ι
1
8主
夫
H

(

ハ

ヲ

ス

マ

る

@

川

川
ち
E
う
い
う
恒
晒
か
ら
解
る
由
は
子
げ
に
な
り
、
テ
レ
ビ
を
削
に
打
依
削
ン
)
カ
汐
傍
に
刑
え
デ
主
た
の
で
あ
ま
た
、
へ
Y
セ
y
州
白
「
ヘ
ッ
セ
川

川
フ
ラ
ン
ス
電
話
相
談
繁
盛
供
た
ち
が
舗
の
誼
怖
に
飢
え
て
い
も
受
~
哲
学
主
語
主
と
宜

川

ブ

フ

ン

ス

に

も

浜

た

ち

白

悩

み

る

と

い

う

己

と

J

H

は

何

が

し

た

野

が

暗

ま

れ

て

〈

る

白

だ

と

い

・

川

ど
型
車
霊
友
あ
D
K
唖
配
い
の
ワ
」
と
た
T
ね
る
と
丈
巾
八
う
・
(
あ
あ
、
同
開
担
当
号

i

i

!

!

色

料

川

川
哲
と
い
う
.
8
E
Z
聞
に
も
・
九
人
ま
で
さ
え
や
マ
マ
と
一
「
コ
リ
エ
l
レ
ヂ
ラ
セ
1
2

h

閤
租

ar園
e
l
i
--パ
1
i
」
山

川
れ
ず
函
館
代
」
と
あ
っ
て
、
チ
附
に
返
び
た
い
」
主
主
。

弘

司

M
E寝
酒
肝
円

1
1

・

一

川

ー

を

は

常

に

閣

に

惜

て

f
P
4
3
t言
。

美

子

リ

興

・

い

い

MrE一
…

山

る

m

E

で

は

な

い

か

と

い

う

不

安

暗

に

4

4

2

高

わ

ず

党

第

五

。

西

ド

イ

ツ

M

W
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H
内
1
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島
H
a
且
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・
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一
川
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ゴ
ッ
ホ
の
孤
独
を
理
解

己
目
四
月
二
十
七
日
か
ら
主
月
十
六
-
代
風
景
、
風
情
固
か
b
、
さ
吾
に
中
間
一
と
い
う
白
も
オ
ラ
ン
ダ
貫
一
市
は
、
己

固
ま
で
小
回
答
期
間
席
十
一
階
白
グ
ラ
一
か
声
援
嗣
に
か
け
て
閉
闘
し
た
プ
レ
イ
一
白
十
九
世
E
か
ら
口
五
十
年
間
ほ
と
凶

ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
十
九
世
紀
白
才
一
ト
ナ
1
白
才
フ
ン
ダ
印
車
問
松
岡
や
抽
一
白
十
七
世
阻
に
、
レ
y
ブ
ラ
ン
ド
や
フ

ラ
ン
ダ
位
回
且
」
削
開
園
さ
れ
る
が
、
一
象
凶
の
巨
匠
モ
ン
ド
リ
ア
ン
ま
で
、
多
一
ェ
ル
メ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
型
か
れ
た

E
の
岡
国
を
じ
か
に
暗
ゆ
P
れ
る
絶
一
帯
F
Z

・

一
N
晴
世
な
開
品
u
白
掛
金
時
品
川
カ
泌
つ

野
田
掛
合
亨
宮
古
一
己
白
な
か
で
ゴ
ッ
ホ
の
作
品
は
「
パ

一
た
。
そ
由
佳
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
白
地
方
的
な

松
国
民
は
ゴ
ッ
ホ
と
同
じ
N
十
九
世
一
イ
プ
を
〈
わ
え
た
宜
わ
b
倒
千
四
同
圃

一
回
開
に
甘
じ
で
い
た
が
、
再
び
名
声
が

杷
の
主
フ
一
ン
ダ
時
代
に
括
岨
じ
た
凶
一
躍
」
や
「
梨
完
」
を
は
"ν
時
、
瞬
年
一
睡
る
己
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
.

軍
四
十
六
名
、
一
O
六
点
が
並
ぶ
.
一
の
壮
高
樺
作
と
い
わ
れ
る
「
荒
棋
陣
白

一

入
場
軒
、
-
般
七
百
円
、
宇
生
豆
百

出
品
内
容
は
十
九
世
記
初
回
目
英
畦
一
空
と
阻
」
な
平
十
点
が
昼
否
。
れ
る
が

一
円
、
体
目
〔
豆
月
十
日
)
.

的
歴
史
画
、
ロ
マ
ン
主
誼
由
位
回
、
近
一
や
は
D
ゴ
ッ
ホ
白
作
品
は
孤
立
し
た
観

日
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
展

圃
軍
ヴ
ィ
ジ
セ
ン
ト

・
ヴ
ァ
y
・
ゴ
克
陸
、
テ
オ
や
そ
由
夫
人
、
息
乎
白

ツ
ホ
は
日
本
官
6
M
Z
園
田
な
人
気
を
詩

一
揖
力
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
、
い
ま
で

る
凶
悪
-
人
で
あ
り
、
ゴ
ッ
ホ
自
身

一
手
-
ヲ
ダ
を
代
置
す
る
固
蚕
と
さ
れ

も
日
本
田
肱
聞
に
式
表
匂〈
葺
睡
害
れ
て
一
-t

い
る
.

一

し
か
し
世
白
人
倍
暗
〈
、
あ
の
強

一

な
ぜ
器
等
申
に
暗
号
れ
な
い

刑
な
向
援
晶
、
タ
ッ
チ
は
、
十
九
世
紀
に

一
の
か
l
l
.

は
受
廿
入
れ
ず
ち
ら
え
ず
‘
歯
固
と
恕

且
に
苦
υ
み
な
が
ら
、
明
年
は
ゴ
l
ガ

ン
と
白
抗
日
生
惜
の
な
か
で
、
自
ら
白

骨
の
宜
を
そ
ぎ
帯
少
子
な
ど
祉
睦
は
狂

人
D
E
F
Y
、
、
-
字
企
f
で
自
輯
し

た
.ゴ
ッ
ホ
は
わ
ず
か
+
年
あ
ま
り
の
間

宮
中
高
白
な
か
で
掛
力
日
旬
L
怯
闘
を
勉

学
レ
、
モ
白
切
っ
き
一
首
位
ほ
ど
の
胎
を

圃
商
を
問
む
昂

・
テ
オ
り
も
と
へ
送
り

輯
廿
た
.
だ
が
開
れ
た
白
は
、
わ
ず
か

一
枚
だ
目
だ
っ
た
.

写
真
は
「
荒
壇
捕
の
宜
と
掴
」

一一-71< 局

を
聞
え
て
し
$
雪
と
い
う
自
で
す
か
ら

台
所
を
鼠
る
主
蹄
宇
し
ず
尚
き
出
し
て

慣
ま
ザ

ιれ
な
い
問
聞
で
す
.
し
か
も

ト
イ
レ
白
輔
水
は
日
持
か
な
い
己
弁
k
m

多
い
だ
け
に
M
R
闇
間
故
障
さ
れ
が
ち
で

す
.
匝
月
前
に
は
、
水
面
M
M
動
い
て
い

る
か
ど
叫
払
確
配
す
る
由
曾
を
つ
け
た

い
も
り
古
す
ね
.

ζ

れ
は
い
さ
さ
か
大
掛
り
に
な
D
ま

オ
か
南
京
白
利
用
も
一
つ
白
眼
闇
ル
じ

て
取
上
げ
て
い
w
ま
ず
。
E
白
ほ
P
叡
揮

さ
れ
た
木
道
局
白
三
田
町
歯
車
所
〔
台

買
区
)
で
い
ま
実
験
的
に
や
っ
て
い
る

倒
を
あ
げ
て
い
ま
す
か
、
岡
京
は
屋
上

官
費
廿
タ
ン
ク
で
砂
や
ゴ
ミ
を
匝
勺
て

用
水
に
す
る
.
仕
組
み
は
閣
単
唱
す

が
、
畏
嗣
的
な
補
木
を
融
け
ほ
ト
イ
レ

用
木
は
ま
か
な
え
る
酎
揮
で
雨
宮
市
勘
定

で
い
っ
ず
ち
胆
欄
費
を
み
ず
名
、
田
証

白
水
道
軒
と
ト
ン
ト
ン
と
い
う
と
と
の

よ
う
で
す
.
し
か
し
一
陸
軍
窟
で
は
仕

掛
げ
が
大
き
幽
ぎ
る
で
し
ょ
う
.

そ
m
z
a
聞
暗
に
嗣
介
さ
れ
て
い
る
、

千
里
県
柏
市
に
庄
む
京
道
局
職
員
四
竃

躍
の
例
刑
事
考
に
な
Pモ
う
で
す
.

E
目
指
者
一
は
磨
警
ニ
・
吾

E
H
世
ニ
訂
と
い
う
お
化
け
タ
シ
ク
を
瞳

き
、
描
壱
臨
め
た
京
を
貯
水
し
て
ト
イ

レ
用
水
や
揖
酒
、
成
車
、
E
の
章
表

に
利
用
し
て
い
る
モ
う
で
、
京
道
慣
用

組
白
五
分
自
一
(
九
O
茎
H
M
M
)
削
師

約
で
き
吾
'
t
フ
で
す
.

岡
本
申
利
用
は
陣
D
A
喧
L
左
石
さ

れ
る
匂
で
確
保
白
心
国
は
萌
b
$
幸
か

下
水
を
再
牛
子
る
場
合
に
比
べ
て
処
理

工
稗
nu
単
純
な
白
で
撞
世
コ
ス
ト
が
賢

〈
椎
持
世
理
に
手
聞
が
が
か
b
な
い
利

点
が
あ
P
ま
す
.
一
般
車
躍
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
大
き
ま
ピ
ル
な
P
初
、
は
今
世

白
眼
岨
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
.

雨
水
の
利
用
な
ど

道

こ
の
夏
は
渇
水
が
心
配

躍
白
主
聞
に
と
っ
て
も
由
々
し
童
予
測
-
多
車
川
系
白
貯
水
砲
も
、
か
な
D
貯
水

が
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。
一
量
刑
下
回
っ
て
い
ま
す
.
昨
年
由
利
担

東
京
都
白
書
出
ニ
ュ
ー
ス
4
月
号
も

一
川
両
木
白
木
足
寄
と
し
て
佳
い
卒
勾
'
』

問
閣
を
取
上
げ
由
市
田
品
体
的
な
方
法
一
己
と
、
駄
目
台
凪
炉
型
寝
り
に
掛
っ
た

に
ヨ
い
て
も
ス
ペ
ー
ス
を
制
い
て
い
ま
一
己
と
な
ど
の
E
圃
と
い
わ
れ
ま
す
.

す
.

一

も
し
利
根
川
が
昨
年
の
よ
う
な
岡
京

ま
古
γ
甥
ぶ
か
、
両
水
予
測
白
車
一
に
見
押
わ
れ
た
ら
、
掴
岡
田
園
状
一誌

に
E
と
し
m
日
開
常
な
習
不
足
削
指
摘
さ
一
が
身
に
ふ
P
か
か
る
軍
れ
な
し
七
レ
な

れ
て
い
ま
す
。
利
根
川
上
町
白
木
聞
一
い
と
い
う
わ
げ
で
す
。

地
、
荒
木
町
ダ
ム
付
近
白
曹
が
、
例
年
一
お
互
い
師
ホ
に
は
罰
を
出
っ
て
と
、

な
ら
$
お
~
一
一
旬
、
一
一
討
も
あ
る
時
期
な
白
一
い
う
乙
と
で
す
か
、
軍
障
で
車
外
ム
ダ

に
、
今
年
は
四
月
五
日
は
ゼ
ロ
に
な
っ
一
を
亜
ね
て
い
る
之
と
宇
レ
て
水
洗
ト
イ

た
.
ま
た
、
下
久
保
ダ
ム
白
貯
水
艦
も
一
レ
を
あ
げ
て
い
ま
す
.

綱
木
時
四
一
ニ
宮
程
麿

'ν
か
な
え
ず

一

ト
イ
レ
白
水
面
削
、
巴
〈
b
T
a

立
に
不
安
削
で
て
い
る
と
い
う
の
で

一
し
い
て
い
る
睦
庄
町
輔
京
で
も
一
カ
月
直

す・

8

一
置
す
る
と
、
は
デ
タ
れ
ぐ
ら
い
に
な
る

E
う
し
た
利
根
川
糸
ダ
ム
群
の
不
安

一
と
凪
い
ま
す
か
。
己
れ
が
な
ん
と
一
五

肘
掛
白
ほ
か
に
、
小
向
円
ダ
ム

な
ど
一
O
立
方
肘
に
も
な
D
、
軒
金
は
二
万
円

昨
年
目
制
岡
m
出
席
剖
な
、
N
樹
木
地

輯
H

は
$
岳
記
惜
に
新
争
レ
い
。
そ
の

心
配
が
こ
と
し
は
、
算
期
は
じ
由
各
地

で
自
由
里
と
な
る
司
能
性
が
あ
る
l
l寵

う
の
で
見
る
と
、
生
木
田
ま
ま
ll

D
聞
を
つ
け
ず
ど
れ
な
い
E
亭
主
.

ベ
ン
キ
は
撞
つ
ず
ど
れ
な
い
白
か
と
毛
品
白
手
坦
も
嗣
ん
で
く
れ
な
い
奥

陪
問
じ
た
吾
大
工
さ
ん
は
量
れ
臨
時
。
}
度
、
7
5
ッ
セ
ル
の
小
学
世

で
「
E
ん
な
聞
単
な
ベ
ジ
寄
生
り
は
を
且
芋
レ
て
み
ず
ほ
い
か
が
っ

お
聞
の
仕
事
で
は
な
い
か
」
と
白
返
と
は
い
内
私
自
由
、
己
白
聞
で
お

車

で

す

.

唖

さ

ん

を

相

官

レ

て

造

中

か

ら

日

本

x

x

x

に
浬
れ
て
開
る
K
さ
ん
は
、
日
本
に

己
れ
戸
』
け
白
レ
ポ
ー
ト
で
、
日
本
帰
っ
て
か
b
、
ず
い
ぶ
ん
と
苦
骨
さ

と
ベ
ル
F
I
白
世
育
の
唖
曹
を
い
う
れ
る
己
と
で
し
ょ
う
.

わ
貯
に
は
い
き
ま
ぜ
ん
か
、
な
ん
だ
自
社
マ
ン
白
仕
面
に
は
、
E
P
υ

か
ホ
ノ
ポ
ノ
宇
レ
た
骨
折
す
る
よ
た
曹
骨
が
い
つ
も
つ
き
ま
と
っ
て
い

う

で

す

ね

.

ま

す

.

高
置
な
晒
帥
は
上
手
で
も
、
台
所
〔
日
本
画
串
畠
商
社
署
員
会
開
ベ
〕

いま、注目の森家ビヒダス

70%以上の
人に支持されています

森衣ビヒダスは、森来牛寧L

販売1吉からお届けします。

ーん
7-.毒自

{昼来ヒヒダスの舗刊日11:1:'1する抑制・palI'ピヒタスの...寄絢700aop:，.ケート慣董より

~ ~ M I ~~ 

働

生きたビフィダス菌と
ミルクのドッキング
人H<に有川な手L6量菌の中でも、~<にその働きが

注口~れているピフィダス閣は、 吐きて腸まで

到達し、腸内で生存することが出来ます二

そのため、ミルクに合まれている 1L1!'仕分~~L ，
腸になじみやすくL1丸

森末ピヒダスi立、 このピフィダス前tミルクの

F ， 
tれ『

J ， 
.~:: r 
t 
， 
¢ 

鮮やカ3な場面には鮮やカ=な画面が必要だ〉
おi丘くの

森末ピヒダス取扱い庖か、

または、下記宛にご連絡

U~.さい。

-轟軍事L業掛市乳マークテインク'部
干108東京都港区芝ト33-1

電話(03)456-0111的

お申し込みは、ドッキングした型企1的な字l民主蘭畝料ですL
-牛乳の飲めない方も、森末ピヒダスをどうぞ

おなかに大切なピフィダス菌ガ生きている

1:t:9又⑧出
氷

山
月
末
鵬

18CT-546T~ 

U _・格145，000同
《ア〆，ナェ*'"
薦問省 S-S62TOlln...・裕11900内 ".... 
・ 夕、 b寸ふ.，・"古~"".~n ・ H 繍"‘開昆竹“‘ F・・・ ，2 ~'. 
. 7'きつ'.ヲイス，"‘・~・.，弘、" ， 官側岬ー~ l-'l 2̂ 

切苧~-77~'-"':l""~"~ 

ちりと絞りこまれた電子ピームをザリースLます。

明弘、画面平向い文字などの解像度合'，30

%(当社比)もアップするとtう目覚まい、答え

が出たのです。きあ.あの鮮やかな場面を、

この鮮やかな同面で。

明るL、阿l面や臼い文字をピントのI!やりな

しにキリッ日|き締めて再現するために、 r位

4日空間タ・イナミックス理論Jを導入して設計

した、 4枚レンス'の新鋭術、マルチックス4

(マルチステyフ・.フォーカス電子S士)カtきっ

l換気 す〈・窓や戸をあげ放し、ガス栓、メーターコックをしめてくださ¥'0 2.i.直結 深夜・休日をi間わず、できるだけ早〈もよりの東京ガスへ I 一一一-""二孟F寸

ご連絡<t，ごさしも 3.畑 糊 火気は厳禁吋換気扇や照明官、電気スイッチの酬は火花が飛ぶことがありますのでやめて〈ださしも|東京女同叉|
3tJA(dいS曹の応急追'1:.

音声多量アダプターとの徳島毛て 2ヶ軍極秘遜やステレオM.~訟が進Lめる音声多重唱予付 .ゐ宝仙 g三・・・クレ〆同一 ‘刷
*音声多量アタフタ {アノプらし)MA.I∞形 t't..l. 11格21.000内 (t ;0.. ・ーの甑品'_.1関経. 俳 て

*省高多量アタフター(アノプ付) MA-tlO膨 繍~価格32.000伺 ." .， ・入~.;島 .. '.'位入、れて
、"一緒盟の.l: 'X.;i'jW4凶作@当祉の酒量声多.精子付テレヒ l率、当社取のアタプターか湾問にら勺て、ます
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(4) 〈月曜日〉昭和54隼 4月 3D自

捨
て
ネ
コ
限
り
な
く

身
勝
手
な
飼
い
主
に
怒
り

防
止
会
が
不
妊
の
す
す
め

l'帝ノ、議斤問符国舌詮(第三湿郵便物認可)鱒5S4~

書τ宅qzて差響急手E2面器

i i ;;ii?;!i ;i?? 
1i!;ii iiiiiiii;i;iiii ; 
g号S2刊〆晴、 z?をid?21iiFif 3靖炉問喜
重の喜芸251τぷ:， 斜計器宅gEi摂扶 人 1ど¥21i1i32
乙号書量モ幸 一 -~ 手

源
に
よ
る
便
利
性
が
家
事
省
力
化
の
風

潮
に
マ
ッ
チ
し
て
、
乙
の
と
こ
ろ
、
ガ

ス
炊
飯
総
の
市
場
は
、
恒
子
ジ
ャ

l
組

み
込
4
の
億
気
炊
飯
総
に
侵
食
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
リ
ン
ナ
イ
は
炊
飯
に
は
ガ

旅
を
プ

ν
ゼ
ン

ト

開
業
日
周
年
を
記
念

M
Y
C
I
T
Y
は
、
駅
ピ
ル
の
草

分
け
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
十

五
年
目
を
迎
え
た
。

乙
の
開
業
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け
て
の
八
日

間
、
金
庖
あ
げ
て
n
開
業
十
五
局
年
謝

恩
フ
ェ
ア
u"を
開
催
す
る
。

そ
の
中
で

の
目
玉
商
品
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
パ

リ
、
マ
ド

μ
1ド
と
北
海
道
の
旅
が
あ

た
る
「
樹
恩
フ
ェ
ア
ク
イ
ズ
」
だ
。

あ

な
た
も
応
事
U
て
み
ま
せ
ん
か
。

八
十
五
周
年
魁
怒
フ
ェ
ア
ク
イ
ズ
〉

・
問
題
作
年
十
一
月
十
七
日
、
新
宿

釈
に
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ピ
ル
の
名
前
は
つ

・
答

0
0
0
0
0
0
(六
文
字
で
)

A
賞
・

パ
リ
と
マ
ド
リ
ー
ド
の
旅

八
日
間
十
五
名

B
貸
・
全
日
明
荒
海
道
ビ
ッ
グ
ス

ニ
l
カ
1
一
一
泊
三
日
三
十
名

・
応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
・
希

望
す
る
コ

1
ス

A
-
Bか
一
つ
書

き
、
住
所
、
氏
名
、
年
働
、
験
業

性
別
、
億
話
番
号
を
書
い
て
送
付

・
送
hu
先

〒剛
山
東
京
都
新
宿
区
新
宿

一
一
一
|
三
十
八
l
一

M
Y
C
I

T
Y販
売
促
進
際

-
締
切
五
月
十
日
(
木
)
消
印
有
効

・
制
退
と
発
表
正
解
者
の
中
か
ら
拙

選
。
六
月
中
旬
新
聞
路
上
で
発
表

当
選
者
に
は
通
知

ま
た
、
五
月
か
ら
毎
土
曜
日
、
五
番

街
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

u
n
M
Y
C
I

T
Y
サ
ワ
シ
ド
る
宮
ト
M

と
銘
打

っ
て
若
い
人
向
け
の
音
楽
を
中
心
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。
時
間
は
午
後
一

時
か
ら
四
時
ま
で
。
一
時
間
毎
に
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て

D
Jの
お
し
ゃ
べ
り
や

最
近
音
楽
情
報
、
ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー、

キ
ャ
ン
パ
ス
タ
イ
ム
、
レ
コ
ー
ド
新
聞

紹
介
な
ど
組
み
込
ん
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い

〈
と
い
う
。

ぴ?ん1ERC)S
§ミ巴 蜘メロス化学

伊
ラルゴレシオSタイプ(ー稲毛周)

ラルゴレシオDタイプ(染毛・繍傷毛用)

ラ'JL-::fVシyドリンス

ス
、
保
温
に
は
健
気
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
伎
を
組
み
合
わ
せ
、

よ
b
高
度
な
消
費
者
の
ニ
l
ズ
に
ζ
た

え
る
と
同
時
に
市
場
の
き
き
返
し
を
は

か
ろ
う
、
と
い
う
も
の
。

「
か
ま
ど
ジ
ャ

l
」
は
、
は
じ
め
強
火

か
ら
途
中
、
弱
火
へ
と
、
か
ま
ど
に
似

た
火
加
減
調
節
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る

H

か
ま
ど
方
式
M

の
炊
飯
間
酵
を
使
用
し

て
い
る
。
価
格
は
二
万
四
千
八
百
円
。
大
阪
ガ

ス
、
東
邦
ガ
ス
の
販
売
ル
1
ト
お
よ
び

全
国
の
燃
斜
録
具
底
を
混
じ
て
販
売
さ

れ
る
。児

童
フ
ェ
ス
テ
パ
ル

国
際
児
窒
年
を
記
念
レ
て
厚
生
省
で

は
、
横
浜
京
と
窒
京
・
町
田
市
に
ま
た

が
る
ζ
p
v
b
の
固
で
、
国
際
児
窓
フ
ェ

ス
テ
ロ
パ
ル
を
関
〈
。

国
際
交
流
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

祭
、
キ
ャ
ン
プ
、
児
賞
作
品
展
な
ど
の

記
念
事
業
が
盛
D
た
く
さ
ん
。
ま
た、

児
重
福
祉
辿
問
中
の
五
月
六
日
に
は
、

皇
太
子
と
夫
禁
も
出
席
γ
U
て
記
念
式
典

を
行
う
。
主
な
行
事
は
次
の
混
hu
。

(
4月

mm
日
)
消
防
フ
ェ
ア
(
閲
初

日
)
ぬ
い
ぐ
る
み
と
遊
ぼ
う
、
手
づ
〈

D
遊
び
の
集
い

(
R品
月

3
B
)
鼓
笛
隊

パ
レ
ー
ド

(
5日
)
和
太
鼓
の
集
い

(6
日
)
記
念
式
典
(
児
童
の
意
見
発

表
、
音
楽
会
、
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
)
(
同
日

目
)
届
際
児
童
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
祭
〈
8

月
日
日
1
げ
日
〉
国
際
児
盟
交
流
キ
ャ

ン
プ
(
同
日
日
)
国
際
児
濫
水
の
祭
典

〈
m月
7
、

m、
M
日
〉
国
際
児
童

ス
ポ
ー
ツ
祭
(
問
月
幻
・

mm
、
日
月
3

・
4
日
〉
国
際
児
抵
牧
場
祭
ハ
日
月
初

1
お
日
)
国
際
児
窓
作
品
展
(
m
u
月町品

目
)
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

白日以内ブ-

学
股
災
害
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う

ヘャーファッションのビジネスとは
そのサロンの雰囲気を売る所であり、

獲しい会話の場所を提供する所であり、

そして、洗練されだ装いを誕生させる所である。
〈上ヰ極ヘヤーフpツショシ研究所主宰・ファッションを事える.より〉

「
学
校
災
密
か
ら
子
P
V
B
を
守
る
全

国
連
絡
会
」
が
五
月
三
日
に
結
成
さ
れ

午
後
一
時
か
ら
臼
本
教
育
会
館
ホ

1
ル

で
記
念
祭
会
が
開
か
れ
る
。

学
校
災
答
は
一
九
七
七
年
度
中
の
日

本
学
校
安
全
会
の
給
付
件
数
で
も
百
八

万
件
近
〈
も
あ
D
、
年
々
地
加
の
傾
向

に
あ
る
。

記
念
集
会
で
は
、
全
国
の
彼
災
者
が

実
情
を
訴
え
る
。
ま
た
法
政
大
学
の
永

井
憲
孟
学
泉
出
席
し
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
。

開
会
で
は
五
月
七
日
・
八
日
の
岡
田

学
校
事
故
弁
綾
田
(
南
一
冗
昭
雄
代
表
)

の
協
力
で
「
学
校
災
害
M
無
斜
園
田
話
相

談
」
を
行
う
。
時
聞
は
午
前
日
山
時
1
午

後
5
時
。
曾
目
。
1
9司
HU
-
-
8
3

8
〈東
京
謬
ナ
代
田
区
一
ツ
橋
2
の
8

の
2
臼
本
母
親
大
会
連
絡
会
)

"aロ巳…ツプ

「チユチユ.JleI:、刊0%これi之お加えします.

発拘元

稼式会役伊醸商后章表FJ員長野ま担?7示お
t矧¥

震JL2ロイヤル

~ 4 全国320余庖を通じて
日常のお出し入れから
明日のための備えまて、

予

r ・寸iハート
h~IQ)銀行
@第一勧業銀行

幅広くみなさまのお役に
立たせてし、ただきたし、と
願っております二


